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令和４年度 シラバス                         松山北高等学校中島分校 

 

学習目標 
１ 英語の学習を通して、積極的にコミュニケーションを図ろうとする態度を養う。 
２ 情報や相手の考えを的確に理解したり、適切に伝えたりできるようになる。 

 

 
時 期 学 習 計 画 及 び 内 容                評 価 方 法 

１ 
 
 
学 
 
 
期 
 

４月 
 

５月 
 
 
 

６月 
 
 

７月 
 

GET READY 
 
Lesson 1 The Beautiful Scenery 
 
Lesson 2 My Best Friend 
 
Lesson 3 Love for Dance 
 
 
Lesson 4 Endangered Species 

・日常生活でよく出会う英会話表現や
和製英語などを理解し、表現する。 
・be動詞と一般動詞の現在形を理解し、
学んだ知識で自分のことを表現する。 
・be動詞と一般動詞の過去形を理解し、
過去のことを短い英文で表現する。 
・進行形と助動詞を理解する。教科書の
写真やイラストを見て、思ったことや感
じたことをグループで発表する。 
・不定詞の使い方を理解し、それを使っ
て好きな動物について発表する。 

授業態度 
ノート提出 
定期考査 
振り返りシート 
グループワーク 
プレゼンテーシ
ョン 
ノート提出 
定期考査 
授業態度 

２ 
 
 
学 
 
 
期 

８月 
９月 
 
 

10 月 
 
 

11月 
 
 

12月 
 

Lesson 5 The History  
of Chocolate 

 
 
Lesson 6 Our School 
 
 
Lesson 7 Serendipity 
 
 
Lesson 8 Sapeurs 

・動名詞の使い方について学び、自分が
大切な人に贈りたいと思うプレゼント
について動名詞を使って説明する。 
 
・比較の使い方を学ぶ。自分の学校の特
長について、グループで相談しながらま
とめ、比較を用いた英文を書く。 
・現在完了形を理解する。現在完了形を
使って、自分のことを英文で表現し、グ
ループで発表する。 
・受動態を理解する。主語と目的語を入
れ替えた正しい英文を書く。 

授業態度 
ノート提出 
定期考査 
振り返りシート 
グループワーク 
プレゼンテーシ
ョン 
ノート提出 
定期考査 
授業態度 

３ 
 
学 
 
期 

１月 
 

２月 
 

３月 

Lesson 9 Special Makeup Effects 
 
Lesson 10 Clean Water 
 
Reading tupera tupera  
 

・現在分詞、過去分詞の使い方を理解す
る。 
・関係代名詞の使い方を理解し、自分と
水との関わりを英語で表現する。 
・関係副詞と仮定法を含む文章を読み、
書いてあることを発表する。 

授業態度 
振り返りシート 
ノート提出 
プレゼンテーシ
ョン 
定期考査 

 
学 
習 
の 
方
法 

 授業は、プリントを配布し、電子黒板も活用しながら重要事項を板書する形式で行う。教科書とプリ
ントを閉じるファイル、板書用ノート、基本英単語・熟語ターゲット 1100を持参すること。予習が必
須であるので、事前に辞書等（紙の辞書・電子辞書等）で分からない英単語の意味を調べて教科書や事
前に配布するプリントに書いておく。学習内容で分からない部分はそのままにせず、遠慮せずに教員
に質問に来ること。外国語を学んでいるので間違って当たり前である。間違いは心配しなくてよい。 

 

備 
考 

・火曜日のＳＨＲで英単語テスト（全 20回、テキストは「基本英単語・熟語ターゲット 1100」）を行
う。 
・希望者には英語検定の受験案内を行う。 

 

科 目 
英語コミュニケ
ーションⅠ 

単位数  ４ 単位 学 年 第 １ 学年 講 座  

教科書 
Amity English Communication
Ⅰ（開隆堂） 

副教材等 基本英単語・熟語ターゲット 1100（旺文社） 

評 
価 
の 
観
点 

ａ 知識・技能 ｂ 思考・判断・表現 ｃ 主体的に学習に取り組む態度  
外国語の音声や語彙、表現、言

語の働きなどについて理解を

深め、実際のコミュニケーシ

ョンにおいて、目的や場面、状

況などに応じて適切に活用で

きる技能を身に付けている。 

コミュニケーションを行う目的や場面、

状況などに応じて、日常的な話題などに

ついて、外国語で情報や考えなどの概要

や要点、話し手や書き手の意図などを的

確に理解したり、これらを活用して適切

に表現したり伝え合ったりしている。 

外国語の背景にある文化に対する理解を深

め、利き手、読み手、話し手、書き手に配慮

しながら、主体的、自律的に外国語を用いて

コミュニケーションを図ろうとしている。 


